
 

 

 

 

 

 

実施期日 4月 14日 5月 18日 6月 17日 7月 7日 9月 2日 10月 3日 11月 30日 12月 20日 1月 25日 ２月・３月 

訓練項目 地震① 火災① 火災② 地震② 地震③ 風水害 火災③ 地震④ 地震⑤＋火災④ 

○内容の 

事前通知を 

行わない 

 

関係機関  多摩消防署 
学校防災教育 

推進委員会 
 多摩消防署    多摩消防署 

内 容 

〇地震発生時の

初期対応行動

及び避難訓練 

○火災発生時の初

期対応行動及び

避難訓練 

 

〇初期消火訓練 

＊消火器体験 

 

広域避難訓練 

 

〇火災発生時の初期

対応行動及び第二次

避難場所（大谷戸公

園・聖ヶ丘第２児童

公園）への避難訓練 

〇地震発生時の初

期対応行動及び

避難訓練 

 

 

〇総合防災訓練 

避難訓練 

防災学習 

情報伝達訓練 

宿泊防災訓練 

(＊高等部１年対象) 

〇風水害発生時

の初期対応行

動訓練 

 

 

〇火災発生時の初

期対応行動及び

避難訓練 

 

＊学級以外の学習

体制時の発生を

想定 

○登校時の災害

対応 

＊SB発着場・教室、

校外一人通学生

徒の安全確保 

〇地震及び火災の同
時発生を想定した
初期対応行動訓
練、捜索・救出訓
練及び避難訓練 

     

 

 

 

 

 

                                                     

           

東京都立多摩桜の丘学園 

生活指導部だより 

令和４年６月６日 

第２号 校長 伴 光明 

今年度の避難訓練等スケジュール 
 

■ 「今年度の避難訓練等スケジュール」をお伝えします。月に 1 回の避難訓練を実施しておりますが、約 2 年間、新

型コロナウィルス感染症の感染拡大により、訓練規模を縮小しての実施が続きました。今年度は、防災訓練も「リブ

ート!!」です。9 月「一泊二日の宿泊防災訓練」では、3 年ぶりに宿泊を予定(参加は任意です。詳細は後日、該当学

年に説明予定)しています。今後も感染症の拡大防止策を徹底しながら、学校の危機管理体制及び防災体制の整備と充

実、防災教育を推進してまいります。 

   

 ◆ 本校では、月１回の避難訓練を確実に実施しています。 

■ 「学校防災教育推進委員会」（年２回）を開催します。 
〇委員紹介 
多摩消防署 地域防災担当係長        中山 隆行 様   
多摩市役所 防災安全課 防災担当主査    西野 泰生 様  
青少年問題協議会連光寺・聖ヶ丘地区委員会長 相馬 洋三 様 
多摩桜の丘学園 ＰＴＡ副会長        砂山 果奈 様 

5 月「避難訓練」では、食堂厨房からの出火を想定

し、初期対応行動と避難を行いました。感染症の拡大

防止策として避難人数を絞り、今回は、Ⅰ・Ⅱ部門小

学部のみがⅠ部門玄関の中と外へ移動避難をしまし

た。他学部の生徒は、廊下までの避難です。第一次現

状確認を終え、避難経路確定後に避難開始です。災害

対策本部は、職員室から企画室前に移動します。移動

後に、人員確認をし、全員の安否を確認しました。 

後半は、高等部生徒対象の「防災教室」です。生徒

代表が「消火器体験」をしました。 

1「火事だっ!!」と大声で周囲に知らせ.る。 

2 黄色のピン(安全栓)を抜く。 

3 ノズルを外し、火元に向ける。 

4 レバーを握り消火剤(訓練時は「水」)を出す。 

 

〇本校の防災体制の整備

に向けたアドバイス等

を頂戴します。 

「5 月避難訓練」「防災教室」を実施しました。 

 

 

東京消防庁では、小・中学生を対象にした「はたらく消防

の写生会」を例年実施しています。本校でも毎年参加してい

ます。 5 月 19 日多摩消防署より、大きな「はしご車」が

本校へ入り、Ⅰ部門小学部低学年・Ⅱ部門小学部 6 年生が写

生をしました。 

 

■「駐車場利用申請書」を御提出ください。 

現在、登下校時に約 50 台の車が入ります。校内に 1 時間

以上停車(登下校以外)する場合は、担任教員までお知らせの

上、御提出ください。御理解と御協力をお願いします。 

大迫力のはしご車を前に

「前と違う!(昨年度はポンプ

車でした)」との声!・・・違

いが判るってすごいっ!! 目

を輝かせ、集中して消防車を

描く子供たちの姿に「本物に

勝るものはなし!」と担任の先

生・・。お天気にも恵まれ、

貴重な機会となりました。 

 

 

 

はたらく消防の写生会 


